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工事安全管理分科会

平成２２年第Ⅰ四半期の事故発生状況
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北陸地方整備局発注の直轄工事

☆ ☆工事件数は、Ｈ２１年と同数。今後、事故減少にいっそうの努力を！！ ☆ ☆

（１）事故発生件数は、H20年からH21は、事故件数は149件から132件に減少しました。H22年につい

も、更なる減少にむけて事故防止に努めましょう！

１．工事事故速報件数（1月ー3月）

２．事故報告の分析（1月ー3月）
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（２）休業4日以上の事故件数は、H21年に比較しH22年は、1件増加しています。また、死亡事故も既に

発生している状況にあります。

（１）労働災害の９件の内訳を見ると、「自動車の転倒等」・「建設機械等の転倒等」が６件と全体の２／３を
占める状況にあり、車両系の事故が多発しています。
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（２）公衆災害は、全件数２９件中１８件と２／３を占める状況にあります。また、内訳を見ると、地下埋設物・
架空線・地上物で半数以上を占めています。

建設工事事故データベースへの登録を忘れずに

建設工事事故データベースへの登録（入力）を忘れずにお願いします。

請負者、発注者は必ずインターネットを利用して登録（入力）して下さい。

建設工事事故データベースは、各地方整備局、都道府県、政令指定都市、公団が発注した公共工事

のうち、一定規模以上の事故が発生した工事について、事故報告をインターネットを利用しデータベース

に入力するものです。

データベースを「建設工事事故データベース」もしくは「ＳＡＳ（Ｓａｆｅｔｙ Ａｎａｌｙｓｉｓ Ｓｙｓｔｅｍ）」と呼び、

管理業務はＳＡＳセンターが行っています。

登録（入力）は、ＳＡＳセンターのホームページから

ＵＲＬ http://sas.ejcm.or.jp/
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（３）H22年第Ⅰ四半期における事故の事例
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公衆災害の内訳（全報告数18件）

（その１）
発 生 日 時 平成２２年１月１９日 （火） ９：５０ 【労働災害】
工 事 の 種 類 河川築堤工事

事 故 状 況 盛土転圧作業中にローラーが法面を滑落し、運転手が負傷した。

（その２）
発 生 日 時 平成２２年１月１９日 （火） １０：５０ 【労働災害】
工 事 の 種 類 砂防護岸工事

事 故 状 況
法面の除雪作業中、法面の養生シートをめくる作業員とＢＨが接触し作業
員が負傷した。

（その３）
発 生 日 時 平成２２年1月２７日 （水） ９：１０ 【労働災害】
工 事 の 種 類 砂防護岸工事

事 故 状 況
バックホウオペレータの防寒着が操作レバーにあたり、ブームが下がり、作
業員が土のうとバケットに挟まれ負傷した。

（その４）
発 生 日 時 平成２２年２月２７日 （土） １６：４５ 【労働災害】
工 事 の 種 類 橋梁下部工事

事 故 状 況
足場解体作業中に仮置きした足場が倒れ、足場に登っていた作業員が負
傷した。

（その５）
発 生 日 時 平成２２年３月１２日 （金） ９：４０ 【公衆災害】

工 事 の 種 類 河川護岸工事

事 故 状 況
通行者が、生コン車のタイヤ洗浄のため歩道を横断していたホースの段差
で転倒した。

上記事例の処置内容は、以下のアドレスにあります。（クリック）

http://www.hrr.mlit.go.jp/press/2010/04/100428soumubu.pdf



重点対策として

Ⅰ・発注者が実施する対策
１．交通事故防止重点対策
２．足場からの墜落事故防止重点対策
３．法面からの墜落事故防止重点対策
４．飛来落下事故防止重点対策
５．工事事故に係わる広報活動の推進
６．安全活動の評価

Ⅱ関係業団体が実施する対策
１．交通事故防止重点対策
２．重機事故防止重点対策
３．足場からの墜落事故防止重点対策
４．法面からの墜落事故防止重点対策
５．飛来落下事故防止重点対策
６．各種事故共通重点対策

「平成２２年度における建設工事事故防止のための 重点対策の実施について」
が発表されています。

☆重点対策として以下の項目があげられています。☆

（添付文書抜粋）

交通事故防止重点対策 建設工事事故対策検討委員会（24回）会議資料より紹介

☆重点対策の事例紹介☆



建設工事事故対策検討委員会（24回）会議資料より抜粋



建設工事事故対策検討委員会（24回）会議資料より抜粋


